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(57)【要約】
【課題】条件設定キー一つで仕上がり調節やスポット蒸
気設定等複数の機能を設定可能とする。
【解決手段】加熱手段２及び蒸気供給手段３を制御する
制御手段８と、制御手段に手動加熱或は自動加熱のいず
れかを指示するエンコーダ方式の操作手段５と、前記手
動加熱或は自動加熱時の加熱条件設定を行う条件設定キ
ー７とを備え、上記制御手段８は操作手段による手動加
熱、自動加熱の切り替えに応じて条件設定キーで設定可
能な機能を変更する構成としてあり、一つの条件設定キ
ーで条件設定キーに仕上がり調節機能を設定することが
できるとともに、これらの機能切換えをエンコーダ方式
の操作手段で行うので使用者は時間を気にすることなく
仕上がり調節或はスポット蒸気設定を行うことができる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
被加熱物を収納する加熱室と、この加熱室内の被加熱物を加熱する加熱手段と、前記加熱
室内に蒸気を供給する蒸気供給手段と、前記加熱手段及び蒸気供給手段を制御する制御手
段と、前記制御手段に手動加熱或は自動加熱のいずれかを指示する操作手段と、前記手動
加熱或は自動加熱時の加熱条件設定を行う条件設定キーとを備え、上記制御手段は操作手
段による手動加熱、自動加熱の切り替えに応じて前記条件設定キーで設定可能な条件を変
更する構成とすることにより一つの条件設定キーで手動加熱時と自動加熱時とで異なる調
理条件を設定可能とした加熱装置。
【請求項２】
制御手段は手動加熱時に条件設定キーが操作されて調理条件が設定されると操作手段で次
の加熱ステップの加熱条件設定が可能となるように操作手段の機能を切替える請求項１記
載の加熱装置。
【請求項３】
制御手段は条件設定キーで設定可能な条件を、手動加熱時は蒸気供給設定とし、自動加熱
時は仕上がり調節設定に切替えることを特徴とする加熱装置。
【請求項４】
手動加熱時での条件設定キーの操作により操作手段の機能が蒸気供給時間の設定に切り替
わることを特徴とした請求項３記載の加熱装置。
【請求項５】
操作手段に表示部を備え、条件設定キーの操作により操作手段の機能が蒸気供給時間の設
定に切り替わると前記表示部は蒸気供給時間の設定を催促する表示をすることを特徴とし
た請求項４記載の加熱装置。
【請求項６】
操作手段に表示部を備え、条件設定キーの操作により操作手段の機能が仕上がり調節機能
に切り替わると前記表示部は仕上がり調節の設定を催促する表示をすることを特徴とした
請求項３記載の加熱装置。
【請求項７】
制御手段は、手動加熱で蒸気供給手段を動作させる場合、加熱手段への給電量と蒸気供給
手段への供給量の和が定格電力を超えるときに、前記加熱手段と前記蒸気供給手段のうち
一方への給電を優先することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項記載の加熱装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作に必要な入力部を増やすことなく、手動加熱で加熱手段２が動作中に、
蒸気供給手段を動作させる加熱装置における操作方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来加熱装置において、操作入力部の数を増やすことなく操作をできるようにしたもの
として、設定手段にエンコーダを用いて一つの設定手段に複数の機能を持たせたものがあ
る(例えば、特許文献１参照)。図８はこの従来例を示し、これは、まず設定手段２より信
号（イ）が制御手段６に入力されメニュー決定する。次にメニュー表示部３に信号（ロ）
を出力し、選択されたメニューを表示する。そして制御手段６は、スタート手段５からの
信号待ちの状態になる。また、制御手段２はスタート手段５からの信号（ハ）が入力され
ると調理を開始すると同時に、機能切換部７により設定手段２からの信号（ニ）の認識を
調理メニュー調整機能から仕上がり調整機能の入力に切り換える。この時、仕上がり調整
機能の設定期間を決定するタイマー部８を起動し、タイマー部の終了するまでの期間に上
記設定手段より入力された信号（ニ）の値に従い、調理の出来上がり状態を制御する。こ
のように調理メニューの調整機能と、調理時間、温度の調整機能と、調理の出来を調整す
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る仕上がり調整機能とを一つの設定手段２により操作が可能となり、操作に必要な入力手
段を簡単化し、操作性を向上させることができるという効果がある。
【特許文献１】特許第３４６７８３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前記従来の構成では、調理メニューの調整機能と、調理時間、温度の調
整機能とを有する設定手段の機能を仕上がり調整機能に切替えるのはタイマーによって行
っているため、使用者はこのタイマー時間内に次の操作、この従来例では仕上がり調節操
作をしなければならなく、その結果気ぜわしく、使い勝手が悪いという課題があった。し
たがって実際には別途仕上がり調節キーを設けて対応しているのが実情である。
【０００４】
　一方、最近の加熱装置ではスチームによる加熱ができるものが見られるようになってき
ている。このタイプの加熱装置は、自動加熱時には使用者がなんらの操作をすることなく
自動的にスチームが供給されるが、手動加熱時には使用者がスポット蒸気を設定し入力し
なければならず、そのため使用者の意思に応じて任意に蒸気を供給できるようにすること
が強く望まれてきている。そして、このようなスポット蒸気を設定できるようにするため
には前記仕上がり調節キーとは別に更にスポット蒸気設定用のキーが必要となってくる。
【０００５】
　本発明はこのような点に鑑みてなしたもので、気ぜわさやキーの増加を伴うことなく条
件設定キー一つで仕上がり調節やスポット蒸気設定等複数の機能を設定可能とすることを
目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の加熱装置は、上記目的を達成するため、被加熱物を収納する加熱室と、この加
熱室内の被加熱物を加熱する加熱手段と、前記加熱室内に上記を供給する蒸気供給手段と
、前記加熱手段及び上記供給手段を制御する制御手段と、前記制御手段に手動加熱或は自
動加熱のいずれかを指示するエンコーダ方式の操作手段と、前記手動加熱或は自動加熱時
の加熱条件設定を行う条件設定キーとを備え、上記制御手段は操作手段による手動加熱、
自動加熱の切り替えに応じて前記条件設定キーで設定可能な機能を変更する構成とするこ
とにより一つの条件設定キーで手動加熱時と自動加熱時とで異なる調理条件を設定可能と
してある。
【０００７】
　これにより上記条件設定キーに仕上がり調節機能とスポット蒸気機能をもたせることが
でき、一つの条件設定キーで両機能を設定することができるとともに、これらの機能切換
えをエンコーダ方式の操作手段で行うので使用者は時間を気にすることなく仕上がり調節
或はスポット蒸気設定を行うことができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の加熱装置は、一つの条件設定キーで複数の機能設定が可能となるので条件設定
キーが少なくてすみ、かつ、時間を気にすることなく各機能を設定できるので使い勝手が
向上することから、お年寄りに優しい加熱装置とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明は、被加熱物を収納する加熱室と、この加熱室内の被加熱物を加熱する加熱
手段と、前記加熱室内に蒸気を供給する蒸気供給手段と、前記加熱手段及び蒸気供給手段
を制御する制御手段と、前記制御手段に手動加熱或は自動加熱のいずれかを指示するエン
コーダ方式の操作手段と、前記手動加熱或は自動加熱時の加熱条件設定を行う条件設定キ
ーとを備え、上記制御手段は操作手段による手動加熱、自動加熱の切り替えに応じて前記
条件設定キーで設定可能な機能を変更する構成とすることにより一つの条件設定キーで手
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動加熱時と自動加熱時とで異なる調理条件を設定可能としてあり、条件設定キーに仕上が
り調節機能とスポット蒸気機能をもたせることができ、一つの条件設定キーで両機能を設
定することができるとともに、これらの機能切換えをエンコーダ方式の操作手段で行うの
で使用者は時間を気にすることなく仕上がり調節或はスポット蒸気設定を行うことができ
る。
【００１０】
　第２の発明は、特に、第１の発明の制御手段は手動加熱時に条件設定キーが操作されて
調理条件が設定されると操作手段で次の加熱ステップの加熱条件設定が可能となるように
操作手段の機能を切替える構成としてあり、条件設定キーが更に操作手段の機能を切替え
る機能を持つことになるので、キー及び操作手段を増やす必要がなくなり、平面的にキー
を分散配置しなくてよくなるとともに、より一層使い勝手のよい加熱装置を提供すること
ができる。
【００１１】
　第３の発明は、特に、第１の発明の制御手段は条件設定キーで設定可能な条件を、手動
加熱時は蒸気供給設定とし、自動加熱時は仕上がり調節設定に切替える構成としてあり、
第１の発明と同様使い勝手の良い加熱装置を提供できる。
【００１２】
　第４の発明は、特に、第１の発明において、手動加熱時での条件設定キーの操作により
操作手段の機能が蒸気供給時間の設定に切り替わることから、操作手段を用いて蒸気供給
期間を設定することができる。
【００１３】
　第５の発明は、特に、第４の発明の操作手段に表示部を備え、条件設定キーの操作によ
り操作手段の機能が蒸気供給時間の設定に切り替わると前記表示部は蒸気供給時間の設定
を催促する表示を行う構成としてあり、的確に次の操作が判断できる使い勝手のよい加熱
装置を提供することができる。
【００１４】
　第６の発明は、特に、第３の発明の操作手段に表示部を備え、条件設定キーの操作によ
り操作手段の機能が仕上がり調節機能に切り替わると前記表示部は仕上がり調節の設定を
催促する表示をする構成としてあり、的確に次の操作が判断できる使い勝手のよい加熱装
置を提供することができる。
【００１５】
　第７の発明は、特に、第１～第６の発明において、制御手段は、手動加熱で蒸気供給手
段を動作させる場合、加熱手段への給電量と蒸気供給手段への供給量の和が定格電力を超
えるときに、前記加熱手段と前記蒸気供給手段のうち一方への給電を優先する構成として
あり、操作に必要な条件設定キーの数を増やすことなくスポット蒸気供給を可能とし、蒸
気供給時に使用しようとする総電力が定格電力を超える場合に加熱内容に応じて、加熱手
段と蒸気供給手段のうち一方を優先して給電させるので、操作性がよく、加熱の自由度の
高い加熱装置を提供することができる。
【００１６】
　以下本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００１７】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の第１の実施の形態における加熱装置の詳細ブロック図、　図２は同操作
手段部の外観図、図３は同操作手段の断面図、図４(a)から(c)はエンコーダを示す図、図
５～７は同操作手段による操作変遷図である。
【００１８】
　図１、図２において、この加熱装置は被加熱物を収納する加熱室１と、給電により加熱
室１の被加熱物を加熱する加熱手段(高周波による加熱手段やヒータによる加熱手段のい
ずれか一方或はその両方)２と、給電により加熱室１に蒸気を発生を供給する蒸気供給段
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３とを有する。そして加熱装置前面に操作パネル４を設け、この操作パネル４に、手動加
熱の選択、自動加熱の選択、手動加熱の時間設定、蒸気供給時間の設定、自動加熱の仕上
がり調節を設定する一つの操作手段５と、加熱情報等を表示する表示部６と、手動加熱と
自動加熱で異なる条件設定機能を有する条件設定キー７が設けてある。更に、この加熱装
置は、前記操作手段５と条件設定キー７からの入力に基づき、加熱制御手段８により、加
熱手段２と蒸気供給手段３を制御するとともに、手動加熱時に上記供給手段を動作させる
スポット蒸気供給を行わせる場合はそのうち一方への給電を優先させる制御を行い、かつ
、その加熱情報を表示部６に表示する構成としてある。
【００１９】
　上記操作手段５は、図３に示すようにエンコーダ８及びスタートキー部１０及びランプ
１６がプリント基板２２上に搭載され、エンコーダ８の回転部２０はツマミ１８と連動す
るように構成され、スタートボタン１７は、エンコーダ８のスイッチ機構部２１と連動す
るように構成されている。また、このツマミ１８の内側にスタートボタン１７が構成され
ており、これらは操作手段分の表面１９より、突出している。このツマミ１８はエンコー
ダ８の回転動作と連動するように構成され、またスタートボタン１７はスタートキー部１
０と連動するように構成されている。エンコーダ８は回転自在であり、その回転方向によ
り、手動調理メニュー群か自動調理メニュー群かを選択し、その回転度合いによりその調
理メニュー群内の調理メニューを選択する。また、手動調理メニューにおいて必要となる
時間や温度の設定、自動調理において必要となる仕上がり状態の設定についても、エンコ
ーダ８により入力される。
【００２０】
　図４は、エンコーダ８の構成図を示したものである。エンコーダ８には回転部２０があ
り、左右どちらにも回転できるようになっており、その回転度合いは電気信号として、端
子から出力され、それをマイコンを主体として構成した制御手段８が処理し、装置全体を
制御している。また、図３（Ｃ）に示すように、スタートキー部１０をエンコーダ８の下
部に配置することにより、エンコーダ８のスイッチ機構部２１を押せばスタートキー部１
０が押されＯＮする構成となっている。
【００２１】
　以上のように構成された加熱装置について、図２～図７を用いて以下にその動作、作用
を説明する。
【００２２】
　図２において、加熱装置の操作手段５は、回転させることにより手動加熱の選択、手動
オーブンの温度選択、自動加熱の選択、手動加熱の時間設定、蒸気供給時間の設定、自動
加熱の仕上がり調節が設定することができる。また、操作手段５を押すことにより、手動
加熱の確定、手動オーブンの温度の確定、自動加熱の確定、手動加熱の時間設定、蒸気供
給時間の設定、自動加熱の仕上がり調節の設定の確定と、あたための選択して加熱開始さ
せる機能と、手動加熱、自動加熱の加熱開始する機能を有している。表示部６は、加熱情
報等の表示と、次の操作の操作手順（時間、仕上がり、出力）の表示をする。また、条件
設定キー７は条件設定キーという形で実現している。
【００２３】
　まず、手動加熱中に蒸気供給手段３を動作させる操作を説明する。手動調理であるグリ
ル加熱を設定する場合、図２の状態で操作手段５のツマミ１８を左回転させてグリル加熱
を選択して、操作手段５のスタートボタン１７を押してグリル加熱を確定させ、操作手段
５のツマミ１８を右回転させてグリル加熱の加熱時間を設定して、操作手段５のツマミ１
７を押して、グリル加熱の加熱を開始する（図３の（ａ））。
【００２４】
　この操作手段５のツマミ１８の左回転、すなわち手動調理選択操作により制御手段８は
条件設定キー７の条件設定機能を蒸気供給手段３を動作させる機能、すなわちスポット蒸
気機能に切替える。
【００２５】
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　したがって、使用者はグリル加熱の加熱中に、蒸気供給手段３を動作させたい場合、条
件設定キー７を入力すればよく、これによりスポット蒸気設定ができる。この条件設定キ
ー７を操作すると、表示部６に「水確認」、「スチーム」という表示と、蒸気発生させる
時間「０」秒と、操作手段５で蒸気発生時間を設定するように催促するために「時間」と
表示される（図３の（ｂ））。
【００２６】
　この状態で、操作手段５のツマミ１８を右回転させて、蒸気発生させる時間を例えば「
３分００秒」を設定する（図３（ｃ））。この状態で、操作手段５のツマミ回転をやめて
５秒放置されると、蒸気供給手段３が加熱動作を開始して、表示部６にはグリル加熱時間
の「１９分５０秒」が表示され、操作手段５の「時間」表示は消えて、バックグランドで
蒸気供給手段３が図３（ｃ）で設定された３分間加熱動作する(図３（ｄ）)。
【００２７】
　図３（ｃ）で設定された３分の蒸気供給手段３の動作が終わると、表示部６の「スチー
ム」の表示は消える（図３（ｅ））。図３（ｃ）で設定された蒸気発生時間を取り消す場
合は、条件設定キー７を入力すると蒸気供給手段３は停止して加熱手段２２だけの加熱動
作になり、表示部６から「スチーム」の表示が消える。取消キー９を入力すると全ての状
態が取り消されて、加熱手段２２、蒸気供給手段３も停止して図２の状態になる。
【００２８】
　次に、自動加熱における仕上がり調節について説明する。自動加熱を設定する場合、図
２の状態で操作手段５を右回転させて被加熱物に応じた自動加熱を選択すると、表示部６
に自動加熱メニューの表示と、仕上がりが「標準」として表示される(図４（ｆ）)。次に
自動加熱メニューを確定するために、操作手段５のスタートボタン１７を押して自動加熱
を確定させると、操作手段５で、仕上がり調節を催促するために表示部６に「仕上がり」
と表示される(図４（ｇ）)。
【００２９】
　この操作手段５のツマミ１８の右回転、すなわち自動調理選択操作により制御手段８は
条件設定キー７の条件設定機能を仕上がり調節機能に切替え、条件設定キー７を押すこと
により操作手段５の機能を仕上がり調節機能に切替える。
【００３０】
　したがって、使用者は仕上がり調節を催促されると条件設定キー７を押して操作手段５
のツマミ１８を回転させればよく、操作手段５のツマミ１８を右回転させると自動加熱メ
ニューの仕上がり調節が強めに設定されて、表示部６に「強」が表示される（図４（ｈ）
）。また、左回転させると「弱」が設定される。この状態で、操作手段５のスタートボタ
ン１７を押すと自動加熱メニュー１の仕上がり調節の強めが確定されて自動加熱が開始さ
れる。
【００３１】
　なお、この仕上がり調節は条件設定キー７を押すことによって設定することができるよ
うにもすることができる。この場合、条件設定キー７は押すたびに「強」→「中」→「弱
」→「強」と繰り返すように構成する。
【００３２】
　次に、手動加熱時におけるステージ加熱において、第１のステージ加熱は６００Ｗで１
０分００秒の高周波加熱をして第２のステージ加熱で１５０Ｗで５０分００秒の高周波加
熱を動作させる操作を説明する。６００Ｗの高周波加熱を設定する場合、図２の状態で操
作手段５のツマミ１８を左回転させて６００Ｗの高周波加熱を選択して、操作手段５のス
タートボタン１７を押して６００Ｗの高周波加熱を確定させ、操作手段５のツマミ１８を
右回転させて６００Ｗの高周波加熱の加熱時間１０分００秒を設定する（図５の（ｊ））
。
【００３３】
　この６００Ｗで１０分００秒の高周波加熱の次に、１５０Ｗで５０分００秒の高周波加
熱を動作させる場合、条件設定キー７を入力すると、表示部６に、６００Ｗの高周波加熱
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の次にステージ加熱可能な手動加熱メユーが表示部６に「３００Ｗ」と表示される（例え
ば３００Ｗの高周波加熱の場合）と同時に、操作手段５で手動加熱メニューを選択するよ
うに催促するために「出力」と表示される（図５の（ｋ））。次に、操作手段５のツマミ
１８を左回転させて、１５０Ｗの高周波加熱を選択すると表示部６に「１５０Ｗ」と表示
される（図５（ｌ））。
【００３４】
　この状態で操作手段５のスタートボタン１７を押すと１５０Ｗの高周波加熱が確定され
て、操作手段５で１５０Ｗ高周波加熱の加熱時間を設定するように催促するために表示部
６の表示が「出力」から「時間」に変わり表示される（図５の（ｍ））。次に、操作手段
５のツマミ１８を右回転させて、１５０Ｗ高周波加熱を加熱する時間を「５０分００秒」
に設定する（図５（ｎ））。この状態で、操作手段５のスタートボタン１７を押すと手動
加熱の加熱動作を開始して、表示部６には第１のステージ加熱である６００Ｗ高周波加熱
の１０分００秒が表示され、操作手段５の「時間」表示は消える（図５（ｏ））。
【００３５】
　以上のように本実施の形態においては、手動加熱と自動加熱で条件設定キー７を共用す
ることで、条件設定キー７で、手動加熱の動作中に蒸気供給を設定して、任意のタイミン
グで蒸気供給する事と、自動加熱における仕上がり調節する事と、手動加熱のステージ加
熱の設定をすることができるので、キー及び操作手段を増やさなくてよく、操作性が大幅
に向上した加熱装置を提供することができる。
【００３６】
　さらに、次の操作する操作手段５で何を設定するかを表示部６に表示することにより、
的確に次の操作が判断できる使い勝手のよい加熱装置を提供することができる。
【００３７】
　また、本実施の形態１の加熱装置は次のような機能も備えている。すなわち、加熱制御
手段８は、手動加熱を開始するために操作手段５が押されると、選択されている加熱モー
ドとその内容に応じて給電量の優先度が設定される。即ち、加熱モードを確認して、グリ
ル加熱が選択されていれば、加熱動作理中に条件設定キー７を押して操作手段５で蒸気供
給時間が設定され、且つ加熱手段２への給電量及び蒸気供給手段３への想定される給電量
の和がこの加熱装置の定格電力を超える場合に、蒸気供給手段３への給電量が加熱手段２
２への給電量より優先して確保されるように制御される。
【００３８】
　上記の制御により、蒸気供給手段３が優先的に加熱され、加熱装置の定格電力を超えな
い範囲で蒸気の供給を確保しながら、加熱効果を最大限に高められる。その際、加熱手段
２への給電停止時間は短時間であるので、加熱室１の温度や被加熱物の温度はそれほど変
わらない。この制御は、このことを利用して優先的に蒸気供給手段２を加熱し、より迅速
な蒸気の発生を狙うものである。
【００３９】
　一方、オーブン加熱が選択されていれば、加熱動作に条件設定キー７を押し操作手段５
で蒸気供給時間が設定され、且つ加熱手段２への給電量及び蒸気供給手段３への想定され
る給電量の和がこの加熱装置の定格電力を超える場合に、加熱設定温度が予め設定した所
定値以上であるか否かを判断する。そして、加熱設定温度が所定値以上であれば、蒸気供
給手段３への給電量を優先して確保し、オーブン加熱で使用される加熱手段２への給電量
を制限するように電力配分を制御する。また、加熱設定温度が所定値未満であれば、加熱
手段２への給電量を優先して確保し、蒸気供給手段３への給電量を制限するように電力配
分を制御する。
【００４０】
　上記の制御により、オーブン加熱時における加熱設定温度が所定値以上であれば、蒸気
供給手段３が優先的に加熱され、加熱装置の定格電力を超えない範囲で蒸気の供給を確保
しながら、加熱効果を最大限に高められる。この場合も、加熱手段２への給電停止時間は
短時間であるので、加熱室１の温度や被加熱物の温度はそれほど変わらない。また、オー
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、加熱装置の定格電力を超えない範囲で加熱手段２による高温加熱調理を優先して実施す
ることができる。
【００４１】
　以上のように本実施の形態においては、蒸気を供給するタイミングや量（時間）は、被
加熱物の状態を目視しながら使用者が経験に基づいて決定することができる。これにより
、例えば、スポンジケーキの場合は、生地が膨らみ始めたら蒸気を供給することにより、
生地の膨らみを助けることができ、生地の表面に焼き色が付き始めたら蒸気を供給するこ
とにより、生地中の水分を適度に放出させて乾燥を助けることができる。
【００４２】
　また、シュー皮の場合は、加熱処理開始直後に蒸気を供給することにより、生地の表面
を結露させて、生地の伸びを良くすることができ、生地が膨らみ始めたら蒸気を供給する
ことにより、生地の膨らみを助けることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　以上のように、本発明にかかる加熱装置は、一つの条件設定キーで複数の機能設定が可
能となるので条件設定キーが少なくてすみ、かつ、時間を気にすることなく各機能を設定
できるので使い勝手が向上し、操作性、加熱自由度が大幅に向上した、お年寄りに優しい
加熱装置とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態１における加熱装置の詳細ブロック図
【図２】同操作手段部の外観図
【図３】同操作手段の断面図
【図４】（Ａ）～（Ｃ）は同エンコーダを示す図
【図５】同操作手段による操作変遷図
【図６】同操作手段による操作変遷図
【図７】同操作手段による操作変遷図
【図８】従来の加熱装置を示す説明図
【符号の説明】
【００４５】
　１　加熱室
　２　加熱手段
　３　蒸気供給手段
　５　操作手段
　６　表示部
　７　条件設定キー
　８　制御手段
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